
地域の企業・お店からのお知らせがあります 

             

  

4月10日（木）10：00～12：00  
 

江坂-起業家支援センター  

セミナールームにて 
 

参加費：無料 
 

株式会社 江坂-起業家支援センター 代表取締役 

NPO法人 江坂-起業家支援ネットワーク 理事長 

髙木 学 

 おかげ様で当事業所も2年目

を迎えることができました。

会員企業の皆様、応援してく

ださっている地域の皆様に、 

心よりお礼申し上げます。 

 1年目は設立時に、社員・ 

スタッフ全員で経営理念を作

成し、勢い良くスタートした

のですが、後から入社した社

員の中には経営理念が浸透し

なかったために、働く楽しさ・ 

誰かの役に立つ喜びを実感させ

ることが出来ず、退職して 

しまった方もいました。 

 今年は、1人の退職者も出さ

ないよう、社内全体で目標と 

行動計画を作成し、共有すると

ともに、社員それぞれが1年後

の目標を設定し、達成に向かっ

て進むことで、さらなる成長が 

できるよう応援します。 

 また今年は新たに「えさか 

就活未来塾」という名の発達・

知的障がい児を対象とした児童 

デイを設立しました。 

 就職活動に向けて、療育より

も「働く」とはどういうことか

を伝えるための取り組みを 

中心に行っていきたいと考え 

ております。 

 

 これら2年目の経営指針と 

社員それぞれの目標を発表す

る場として、4月10日に経営 

指針発表会を行います。 

 ご協力いただいております

会員企業の皆様や応援してく

ださっている地域の皆様に、

弊社の取り組み姿勢を知って

いただく機会となれば幸いで

す。お時間ございましたら、 

お気軽にお越しください。 

 2月22日と 3月29日に、有志の社員が集い、休日を利用した

清掃活動を行いました。 

 会社から公園までの道のりや、園内や外周を見回り、1時間半

ほどかけて落ちているゴミを拾い集めました。改めて街を 

見回すと、意外なところにゴミは落ちているものでした。普段、 

街の風景にどれだけ無頓着になっているかに気づかされます。 

 弊社も江坂に根を下ろす企業として、地域とのつながり、 

貢献に勤しみたいと思っており、今後も清掃活動を行っていく

予定です。不定期の活動になりますが、見かけられた際には 

声などかけていただければ幸いです。 

開催日迫る！ 



江坂が好き！な経営者のための江坂つながりニュース 

なぞなぞ！ 10メートル先にある家は誰の家？ 

先月号の答え：サンオイル（３老いる） 

イベントスケジュール 

イベント報告 

第54回 座談会 
 日 時：4月16日（水） 18:30～20:30 
 問題提起者：吹田駅前法律事務所 弁護士 松本章吾さん 
 テーマ    ：弁護士の敷居を下げる  
       ～若手弁護士が吹田で描く夢  
 会 場：江坂-起業家支援センター 
 参加費：3000円 (食費・飲み物代込み) 
 ※江坂-大阪どっとＪＰプレミアム会員、 

  江坂-起業家支援センター会員の方は2000円  
 
第3回 NPO法人江坂-起業家支援ネットワーク定例会 

   日   時：4月23日（水） 18:30～20:30 
 発表者：金谷修司税理士事務所 所長 金谷修司さん 
 会 場：江坂-起業家支援センター 
 参加費：無料（終了後の懇親会は実費） 

第9回 障がい者雇用を考える昼食会 
 日 時：4月17日（木） 11:30～13:30 
 会 場：江坂-起業家支援センター 
 参加費：1000円(食費・飲み物代込み) 
 
第3回 会員交流ランチ会 
 日   時：4月24日（木） 11:30～13:30 
 会 場：江坂-起業家支援センター 
 参加費：1000円（食費・飲み物代込み） 
 
第12回 江坂-起業家支援センター見学会 
 日   時：5月9日（金） 10:00～12:00 
 会 場：江坂-起業家支援センター 
 参加費：無料 

第11回 江坂-起業家支援センター
見学会を行いました！ 

次回は5月9日の予定です。 

 3月10日に行われた今回の見学会は、求職者や就労

支援機関のスタッフ、そこで現在訓練を受けている 

訓練生に参加いただきました。 

 まず、代表の高木より事業所を始めるまでの経緯や、

今後のビジョンを話し、次に所内を見学していただき 

ました。 

 見学者から「落ち着い

た雰囲気があり、とても

働きやすそう」との感想

をいただきました。 

 

第1回 会員交流ランチ会を開催しました！ 

 2月25日、記念すべき第1回の発表者は、江坂 

リアルティ株式会社  代表取締役社長  平井克典 

さんでした。 

 平井さんは、不動産業を軸に江坂地域の状況や今後

の活性化について考えておられ、参加者のみなさ 

んからも地域経済の活性化について意見が出ました。 

   参加者の方々から、

「発表者の話が上手

く、かつ興味深い

テーマだった」など

の感想をいただきま 

した。 

 

次回は4月24日の予定です。 

第53回 座談会が開催されました！ 

 3月13日に行われた第53回の問題提起者は、 

メディケア・ヒューマン株式会社 代表取締役社長  

山中太さんです。 

 山中さんは日ごろから社員

に「会社の目的＝お金では 

ない。何のために仕事をする 

 会食をしながらの意見交換では、参加者の方々か

ら経営者・社員それぞれの視点からの意見が述べ 

られ、充実した時間を過ごすことができました。  

できない社員もおり、

理念の浸透について、

皆さんの考えや経験を

聞きたいとお話しされ 

ました。 

のかを常に意識してほしい」と伝えており、社内 

への経営理念の浸透を図ってきました。しかし、 

まだお金（経費）を気にして、思い切った仕事が 

次回は4月16日の予定です。 

http://www.esaka-osaka.jp/modules/message1/article.php?storyid=96


第2回 

お問い合わせ ０６－６１９０－９５１３ 株式会社 江坂-起業家支援センター 

2014年4月1日 

経営指針を確立して成文化しよう！ 

経営理念① 

経営指針で夢を叶える！経営革新コンサルタント 

                                                            高木 学 

 経営理念を作成するにあたり、考えたい事が2つ 

あります。1つは「経営者としての姿勢を確立」すること。

そしてもう 1つは「自分の仕事が何か」というこ 

とです。 

 経営姿勢を確立するためには、商売の法則を 

知り、基本と原則に反するものは例外なく破綻すること

を学び、経営者の責任を自覚する必要があります。経

営者には、外部要因を言い訳にすることなく自らの事

業を維持し、発展させる責任があると考えます。売り手 

よし、買い手よし、世間よしの「三方よし」を目指す経営 

が、長く続く秘訣ではないでしょうか。 

 次に、自らの事業の本質を考えます。誰に何を提供

することによって事業が成り立っているのか。また、 

それは何のために行っているのか、誰とどのように事

業を進めたいと考えているのか。これらが経営理念の

骨格を形成していきます。経営理念は、自分と深く向 

き合うことによって、初めて作成できるものなのです。 

（どんな制度ですか？） 
吹田市内の事業所で働かれる皆さんの福利厚生を
目的とした制度です。 
 
（加入するとどんなメリットがあるのですか？） 
ご加入いただいた事業所の従業員の皆さんが、結婚、
出産時などの給付金の受給、宿泊や健康診断、お食
事などの割引、緊急時の資金の貸付などのサービス
を受けられます。 
 
詳しくは、吹田市役所ホームページをご覧いただくか、
吹田市勤労者福祉共済事務局までお問い合わせくだ
さい。 （TEL 06-6384-1365） 

『吹田市勤労者福祉共済制度』 
                 をご存知ですか！？ 

第2回 NPO法人江坂-起業家支援 
ネットワーク定例会を行いました！  

   2月26日に開催された定例会では、A&Mアレッジ 

マネジメント株式会社の和田秀一さんが発表されまし

た。ご自身の起業に至るまでの振り返りや、「つなが

り」の大切さを感じておられること、そして今後の 

展望として、起業からの2年間を振り返りながら3年目 

の目標についてお話しいただきました。 

 発表後は参加者ど

うしで、感想や自身

の経験談などを語り

合い、学びを深めま

した。 

次回は4月23日の予定です。 

 3月14日、吹田市立勤労者会館にて、求職者 

セミナーが開催されました。 

 NPO法人江坂-起業家支援ネットワークの理事長 

高木学氏が講師を務め「働くとは・会社とは・企業

が求める人材とは」など、就職活動を行う上で 

大切な話をしました。 

 その他、起業家や勤労者に向けたセミナーも開催

されました。  

 受講者の方からは 

「考え方の幅が広

がった」などの感想

を 

いただきました。 

吹田市勤労者会館主催の 
セミナーで講師を務めました！ 

第8回 障がい者雇用を考える昼食会を行いました！ 

 話の後は、お弁当を

食べながら、それぞれ

の参加者の想いや現状

について熱く語り合い

ました。 

次回は4月17日の予定です。 

 3月19日に行われた昼食会の報告者は、

当センターの社員、藤井浩敬さんでした。 

 自身が発達障がいであることに気づか 

なかったが故に苦労し、障がいを認識し 

 新たな道が開けるまでのドラマのような経緯や、 

未来の目標について話していただきました。  



 

掲載位置 ： 裏表紙の下部 
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編集後記 

 4月は新たな門出の月。入社式や入学式が行われます。 

 小学校の入学にあたり、なくてはならないものがランド

セル。しかし、もともとランドセルは軍人の持ち物として

使用されていたそうです。それがなぜ、小学校で使われる

ようになったのか――その起源は明治までさかのぼります。 

 伊藤博文が、当時皇太子だった大正天皇の入学を祝して

献上したのが始まりでした。以後、徐々に広まり、全国で 

使われるようになったのは戦後のことでした。 

 そんなランドセルですが、欧米では大人が背負っている

こともあるそうです。国によって使われ方が違うという 

のも、面白いものですね 。 

江坂 起業 

高木家には、いくつかの法則があるようだ。 
 

帰宅した小学生組第一弾（次男と次女）聞いた。 
「今日のおやつな～に～」 
「ケーキ」と答えると、「おばあちゃん、きたん？」  
 

帰宅した小学生組第二弾（長女）。 
おいてあったケーキを見て、「おばあちゃん、きたん？」 
 

そしてラスト、帰宅した中学生（長男）が聞いた。 
「今日のおやつは～？」 
「ケーキ」と答えると、「おばあちゃん、きたん？」 
 

（法則その1）ショートケーキのある日は、おばあちゃん来た 
 

そして、今日のおやつが高そうだと判断した帰宅順の反応 
 

「誰にもらったん？」（次女）、「誰にもらったん？」（次男） 
「誰にもらったん？」（長女）、「誰にもらったん？」（長男） 
 

おもしろいぐらい、反応が一緒（笑） 
 

（法則その2）高そうなおやつは誰かにもらった物 
 

そして、平日に晩御飯のおかず「からあげ」を見た子どもたち 
 

「なんで、今日の晩御飯、こんなに豪華なん？」（長男以外） 
「誰かにもらったんかと思った」（長男） 
 

長男、おっしぃ！ビンゴならず（笑） 
 

（法則その３）平日の晩にお肉が出たら豪華！ 
 

ちなみに基本、平日は魚、休日は野球をするので肉となってい
るそうだ。「魚のほうが高いんだけどね」（by 妻） 

高木家の 

過去の高木家の日常が気になる方は、つながりニュースの 
バックナンバーにて！Vol.2より連載しています。 

ホームページよりダウンロードできます♪ 

６人家族（妻１人、長男中2、長女小6、
次男小4、次女小2）全員Ｏ型 自由人な
「高木家の日常」をお送りします。 

まずは体験セミナーへお越しください。 

このチラシ持参で1,000円引き 
 

☎072-686-0008 

江坂駅から 
徒歩1分。 

楽読 江坂 検索 

レンタルオフィス・バーチャルオフィス・独立開業支援

事務所・営業拠点・起業準備 

あなたのビジネススタイルに合わせて 

ご利用ください

江坂-起業 

詳細･お申込みは 
折り込みチラシをご覧ください 

お問合せ 


